鳥渡 見 だけ だと、 何処から か 花鋏の 音で も 聴え て 来 そ 

うであって …… 、 如何 さま 富有な 植木屋が 朝顔 作りと 

しか、 思われない。 

その 日 は 三月 三日 —— いやに 底冷えが して、 いっか 

雪で も 催しそう な 空 合だった。 が、 そのような 宵 節句 

き ぬく 

にお 定まりの 天候と 云う もの は、 また 妙に、 人肌 ゃ暖 

もりが 恋しくなる ものである。 まして 結 綿 や 唐人 鬍な 

1+0 ん^ 6 り 

どに 結った 娘 達が、 四 五 人 雪洞の 下に 集い 寄って、 真 

赤な 桜 炭の 上で 手と 手が 寄り添い、 玉かん ざし や 箱せ 

さら 

この 垂れが 星の ように 燥め いている —— とで も 云えば、 

くら なま 

その 眩まん ばかりの 媚 めかし さは、 まことに 夢の 中の 



くりら しい 話し声 —— 。 (京 四条 河原 夕涼みの 体。 こ 

とち 

れも 夜分の 景と 変り、 ちらりと 火が 灯ります。 首尾よ 

う 参り ますれば、 お 名残惜し うは ござります るが、 そ 

ういう 様への お 暇乞い。 何ん よい 細工で 御座り ましよ 

うが。) と 呼び立て るの を 聴けば、 年 柄 もな くそのから 

く リ屋を 光子が 門前で 引き止めて いたらし く 思われる 

あどけ かむ ろ 

まことに、 そのような 邪気な さは、 里 俗に 云う、 「 禿 

の 銭」 「役者 子供」 などに 当る のであろう。 けれども、 

ひとしお 

また ェ阪杉 江に とる と、 それが 一 入い とし 気に 見える 

のだった。 全く 光子と 云う 娘 は、 又とない 内気 者 —— 

ひとなか 

人中と 来て は、 女学校に さえ 行く 事が 出来ない —— と 



ある。 そのよう にして、 色の 対照 だけで 判ず ると すれ 

しょうじょう 

ば、 さしずめお 筆 を 形容す る ものに、 猩 々が 芝居 絵 

の 岩 藤。 それとも 山姥と でも 云う のなら、 まず その 辺 

が、 せいぜい 関の山であろう か。 けれども、 その 顔 を 

線 だけに 引ん 剝 いてみ ると、 そこに は、 人間のう ちで 

最も 醜怪な 相が 現れて いた。 もし、 半 世に 罪業 深く、 

到底 死に 切れぬ ような 人間が あると したら、 それが 疑 

いもな く、 お 筆であろう。 眉 は、 付け 眉みたい に 房々 

としていて、 鼻筋 も 未だに 生々 しい 張り を 見せて いる _ 

いわゆる 

が、 その 偏平な 形 は、 所謂 男根 形と 呼ばれる もので あつ 

て、 全く そこ だけに はお 筆の 業 そのものの ような 生気 



がと どまって いる。 けれども、 それ 以外に は、 はや 終 

焉に 近い、 衰滅の 色が 現れて いた。 歯が 一本 残らず 抜 

け 落ちて いるので、 口 を 結ぶ と、 そこから 下が グイと 

驩り 上って 来て、 眼 窪まで も クシ ャ クシ ャと 縮こまつ 

てし まい、 忽ち 顔の 尺に 提灯が 畳まれて 行く の だ。 そ 

いり やま 

うなる と、 その 大 》 〔# 縦長の 「へ」 を 右から、 その 鏡 

像 を 左から 寄せて、 M 字形に 重ねた ような 記号、 359-2U の 

いただき こばな すそ かく 

頂上が、 全く 鼻翼の 裾に 没れ てし まって、 そこと 鼻筋 

の 形と が、 異様に 引き合い 対照 を 求めて 来る。 それが 

また、 得 も 云われぬ 嘲笑 的な 図形であって、 まさにお 

筆に とれば 刻印に 等しく、 永世 滅し 切れぬ と 思われる 



由 を 説明しょう とする 気配 を 現した。 クッキ リ 結んだ 

唇が 解けて、 顔が 提灯 を 伸ばした ように 長くな つたが、 

やがて その 端から、 フゥ とふ いごの 風の ような 呼吸が 

洩れて 行って、 

「いいえ、 実は それが、 私の ものなん だよ。 私の この 

かたみ 

白笄 は、 いわば 全盛の 記念 だけど、 玉屋の 八 代の 間 こ 

れを 挿した ものと 云えば、 私の 外 何人もなかった そう 

しきた リ こくぶ 

だよ。 それに は、 こう 云う 風習が あってね」 と 国 分 を 

詰めて、 一 口軽く 吸い、 その 煙草 を 伊達に 構えて 語り 

出した。 

， J うが い 

「まあ 御覧な。 笄 の 頭が ありきたりの 耳 搔き形 じ や 



情 的な 仕組みが 窺われる のだった。 さて、 お 筆の 朋 

輩の 小 式部に も、 勤め 以来 何度 目 かの まかしが 訪れて 

来たの だが、 その 際 彼女が 逢った 「釘 抜」 の 情景 を、 

この 大変 長い 前置の 後に、 お 筆が 語り 始めた。 

「そんな 訳で、 小 式部さん にも、 その 日 『釘 抜』 を や 

る 事に なった の だが ね。 その 前に、 あの人 は 私 を捉ま 

えて、 その 些 中になる とどう も 胸が むかついて 来て I 

つむ 

I と 云う もの だから、 私 は 眼 を 瞑る よりも そんな 

うわめ きつ 

時 は 却って、 上目 を 強く した 方が いいよ —— と 教えて 

やった もの さ。 だけど も、 その 日ば かりに は 限らな 

かった けれど、 そのような 折檻の 痛 目 を 前にして いて 



を 繕って いるので あるから、 それに は 全く、 美く しさ 

とか 調和と か 云う ものが 搔き 消せて しまって、 何 さま 

醜怪な 地獄 絵 か、 それとも 思い切って 度外れた、 

しな だま 

弄 丸 作者の 戯画で も 見る 心 持が する のだった。 然し、 

次第に 落ち着いて 来る と、 お 筆が 馳せ ている 視線の 行 

手に 杉 江 は 気が付いた。 それが いつもの 通り、 口 を 

き ぃリ やま 

屹 つと 結んで いて、 その ※ 〔# 縦長の 「へ」 を 右から、 

その 鏡像 を 左から 寄せて、 M 字形に 重ねた ような 記号、 368- 

S 形の 頂 辺が 殆んど 顔の 真中 辺まで 上って 来て いる 

の だが、 その 幾分 もたげ 気味に している 目 窪の 中には、 

異康に 輝いて いる 点が 一 つあった。 そして、 そこから 



眩 ゆい 襠掛 —— しかも それに は、 老いと 皺と では や 人 

の 世から は 打ち※ 〔# 「てへ ん+ 去」、 369-2U がれて いる 

老 遊女が、 くるまり 眼 をむ いている ので あるから、 そ 

の奇 絶な 取り合せ は、 容易に 判じ 了せ る もので はな 

かった。 のみならず、 遠く 西 空の 観覧車に、 お 筆が 狂 

わんば かりの 凝視 を 放って いると 云う 事 は、 また 怖れ 

とも 嗤 いと もっかぬ、 異様な ものだった。 けれども、 

そうして いるお 筆 を 眺めて いるう ちに は、 何時と なく 

彼女が 人間の 限界 を 超絶して いるよう な 存在に 考えら 

れて 来て、 そこから 満ち 溢れて 来る、 不思議な 力に 圧 

倒されて しまう のだった。 が、 またそうかと 云って そ 



そして あの 笄の 紅い 頭の 中で、 お 祖母 さまの 事 も、 小 

式部さん の 事 も、 何もかも 一切合財 を 忘れて しまい ま 

しょうよ」 

( 一 九 三 五 年 一 月 号) 
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